
                               

                              

                              

                 

 

公
民
館
で
日
ご
ろ
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
そ
の
活
動
成

果
を
年
に
一
回
地
域
の
皆
さ
ん
に
発
表
し
て
交
流
す
る
と
共

に
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
か
れ
る
の
が
「
公
民
館
ま
つ
り
」

で
す
。「
自
分
た
ち
は
発
表
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
な
い
」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
は
、
積
極
的
に
ま
つ
り
の
運
営
に

加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
し
い
世
界
が
開
か
れ
ま
す
よ
。

 

募
集
内
容 

★
文
化
展 

 

文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な 

ど
）
、
美
術
（
絵
画
・
書
道
・ 

写
真
な
ど
）
、
造
形
（
手
工
芸
・ 

盆
栽
・
生
花
な
ど
） 

★
芸
能
の
つ
ど
い 

 

民
謡
・
舞
踊
、
詩
吟
、
仕
舞
な 

 

ど 

★
音
楽
の
つ
ど
い 

 

合
唱
、
器
楽
演
奏
な
ど 

★
団
体
活
動
発
表 

 

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
の
展
示 

や
体
験
な
ど 

◆ 

 

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
例
示
で
、
こ
れ
に
限
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な

点
や
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

募
集
期
間 

11
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

 

参
加
資
格 

大
野
南
公
民
館
の
登
録
サ
ー
ク

ル
・
団
体
及
び
館
区
内
に
在
住
・ 

在
勤
・
在
学
の
人
で
、
準
備
か
ら

片
付
け
ま
で
公
民
館
ま
つ
り
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
人 

申
込
方
法 

大
野
南
公
民
館
の
窓
口
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
窓
口
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

 

■
第
１
回
実
行
委
員
会 

と 

き 

12
月
8
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
後
２
時
か
ら 

と
こ
ろ 

大
会
議
室
２ 

※ 

公
民
館
ま
つ
り
参
加
希
望
の 

サ
ー
ク
ル
は
、
必
ず
実
行
委
員
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 
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腰みのをつけて喜ぶ子どもたち 
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「
子
育
て
を
楽
し
む
講
座
」
は
、 

講
座
を
開
き
た
い
人
た
ち
が
集
ま
り
、

何
回
も
準
備
委
員
会
で
話
し
合
い
を 

重
ね
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
、
参
加
者

を
募
集
、
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

内
容
は
、
親
子
で
楽
し
め
る
「
簡
単

ほ
う
と
う
づ
く
り
」
や
、
い
の
ち
の
大

切
さ
を
学
ぶ
「
い
の
ち
の
話
」
。
「
子
ど

も
の
緊
急
時
の
対
応
」
で
は
、
パ
パ
も

一
緒
に
心
配
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
を
学
び
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
発
達
を

促
し
つ
つ
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
「
前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
や
、
こ
ど
も
の
薬
の
基
礎
知
識
、

「
手
形
・
足
型
で
思
い
出
づ
く
り
」
な

ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
講
座
を
通

じ
て
、
マ
マ
た
ち
の
仲
間
づ
く
り
、
情

報
交
換
、
悩
み
相
談
な
ど
を
す
る
こ
と

も
大
切
な
目
的
の
一
つ
で
す
。 

受
講
生
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
少
し
だ 

け
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

●
ほ
う
と
う
が
こ
ん
な
に
簡
単
に
お
い

し
く
手
作
り
で
き
る
こ
と
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
自
宅
で
ぜ
ひ
作
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。 

●
い
の
ち
の
話
を
聞
い
て
、
あ
ら
た
め

て
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
す

ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
子
宮
ト
ン
ネ
ル

も
子
ど
も
と
一
緒
に
体
験
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

●
名
前
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
実
物

を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
実

際
に
触
れ
て
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

●
子
ど
も
達
の
手
形
が
と
て
も
か
わ
い

く
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
豊
か
な
作
品

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

   
 
 
 

大
野
南
公
民
館
長 

 
 
 
 
 
 

中
村 

洋
子 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
な
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
ん
に
ち
は
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
は
、
全
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
地
に
地
震
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台
風
に
よ
る 

被
害
が
連
続

し
て
起
き
て
い
ま
す
。
寒
さ
に
向
か
い
、

被
災
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
日
恒
例
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
13

年
も
続
い
て
い
る
事
業
で
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
に
「
よ
か
っ
た
で
す
。
地
域
の
誇

り
で
す
。
」
と
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご
自
分
の
住
ま

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
誇
り
を
持
つ
、
自

分
自
身
の
中
に
誇
り
に
思
う
も
の
を
持

っ
て
い
る
、
生
活
し
て
い
く
中
で
と
て
も

大
事
だ
し
、
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
野
南
公
民
館
で
は
、
秋

の
事
業
に
大
忙
し
で
す
。
お
仕
事
を
さ
れ

て
平
日
は
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

方
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
、

土
日
に
開
催
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
是
非
、
ご
検
討
の
上
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
初
め
の
一
歩
で
地
域
の
仲
間
と

新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

家
庭
教
育
支
援
事
業
「
大
野
南
公
民
館
子
育
て
を
楽
し
む

講
座
」
が
９
月
６
日
か
ら
10
月
25
日
ま
で
全
８
回
に
わ
た
り

24
組
の
参
加
で
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
、
『
「
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
」
〜
う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て 

あ
り
が
と
う
〜
』
で
す
。「
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ
」（
オ
ハ
ナ
）
と
は
、

ハ
ワ
イ
語
で
「
家
族
」
に
あ
た
る
言
葉
で
す
。
血
縁
関
係
が

な
い
者
も
含
ん
だ
意
味
で
の
家
族
と
、
世
代
を
超
え
て
営
々

と
続
く
と
い
う
と
ら
え
方
が
強
調
さ
れ
る
、
深
い
意
味
を
持

っ
た
言
葉
で
す
。 

パパも一緒に参加、消防署を見学 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３ 
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い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
奏
の
大
原

さ
ん
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
「
バ
ラ
ー

ド
第
１
番
」
他
２
曲
、
優
し
い
性

格
が
音
に
現
れ
て
い
る
矢
澤
さ
ん

は
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
ピ
ア
ノ
ソ

ナ
タ
第
１
番
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
。

会
場
内
は
う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
の
低
音
部

を
受
け
持
つ
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
と

テ
ュ
ー
バ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
ロ

ー
ブ
ラ
ス
・
グ
ラ
ビ
テ
ィ
」
は
ピ

ア
ソ
ラ
の
「
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
」
他

を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
初
め

て
の
音
に
感
激
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
も
あ
り
、
皆
さ
ん
納
得
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 原則は、お友だちも誘い合って気軽に誰が

来てもＯＫ。何を話しても聞き合う、否定し

ない、「そういう考え方もあるね」と認め合う

事だそうです。 

 自分の生活の身の回りのことを普段着の言

葉で話してみると、みんなの話し合いの中で、

社会的なことにまで目が向いてくる、政治な

んて関係ないって思っていたけど、このまち

が良くなっていくことをみんなで話し合って

いける、もろもろ疑問に思っていることを気

軽に言いっぱなし、聞きっぱなし、ニュース

であれっ！って思うこともみんなに聞いても

らえて、共感してもらえるのも嬉しい、と、

まずは「私の居場所」というところが最高な

のかな。若い皆さんも、ぜひ。 

 おじゃまします。 

 今回は、「みんなのお喋り場」。メンバーは

15人。月１回第４金曜日午前に開催していま

す。17年度の大野南成人学級の受講生を中心

にグループになりました。成人学級のテーマ

は「みんな ちがって みんな いい」でし

たが、そのことをもっと掘り下げて、話しき

れなかったことを話していこうと仲間が集ま

ったものです。 

石井 隆さんが、大 

        野南公民館高齢者学 

級での長年に渡る地 

域の高齢者の学習活 

動への貢献、相模大野 

自治会長や谷口台小 

学校下校見守隊等の

活躍により、平成30年度大野南地区・

上鶴間地区敬老事業において、その地域

貢献活動に感謝状が贈呈されました。 

 

 
 
 
★12月7日（金）・保育室 

★12月8日（土）・その他全室 

時間は両日とも午前10時～正午 

対 象 公民館を利用するサーク

ル・団体各2名 

持ち物 軍手と雑巾、 

布巾になるタオル等 

 

 

「
第
13
回
大
野
南
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
９
月
２２
日
の

土
曜
日
、
相
模
原
南
市
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

出
演
者
は
、
お
馴
染
み
の
大
原
亜

子
さ
ん
と
矢
澤
一
彦
さ
ん
。
そ
れ
に

今
年
は
、
一
般
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

な
か
な
か
聴
く
チ
ャ
ン
ス
の
な
い 

”
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
と
テ
ュ
ー
バ
”

で
編
成
さ
れ
た
「
ロ
ー
ブ
ラ
ス
・
グ

ラ
ビ
テ
ィ
」
の
皆
さ
ん
で
し
た
。 

 

小
さ
な
体
か
ら
は
想
像
で
き
な 

 



             

く
り 

                

                              

                              

                              

                              

編集後記：雨によりグランドコンデションが悪く、今年の「大野南体育祭」も中止になってしまいました。 

     来年こそは！ 
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見えない空気が見えてくる、大道仮説実験

「しゅぽしゅぽ」。親子・孫で 

一緒に楽しんでください。 
 
と き 12月2日（日） 

午後1時30分～３時30分 

ところ 大会議室2（2階） 

対 象 館区内の小学生とその家族 

講 師 畑 明子さん他(フランクリンクラブ) 

定 員 30組（先着順）  

参加費 300円（材料代・1家族） 

持ち物 筆記用具、飲み物 

申込み 11月10日（土）から、直接または 

電話で公民館へ 

 

と き 12月15日（土） 

    午前9時30分～正午 

ところ 大会議室2（2階） 

内 容 スノードームづくり、ゲーム他 

対 象 館区内の小学生と保護者 

指 導 大野南公民館青少年委員 

定 員 30名（先着順） 

参加費 300円（材料代） 

申込み 11月10日（土）から、直接ま 

たは電話で公民館へ 

 

 相模原市のスポーツ振興のため、地域の皆

さんにスポーツに関する指導・助言を行う役

割です。 

資 格 館区内に在住の、平成31年4月1 

日現在の年齢が70歳未満の方 

任 期 2年 

報 酬 若干あり 

※ 詳細は、公民館にお問合せください。 

 

  えほんは、ことばの玉手箱。えほん 

 で親子のコミュニケーションを楽しみ 

 ましょう。ご家族おそろいで、ぜひ。 
 
と き 11月24日（土） 

    午前10時30分～11時30分 

ところ 和室（1階） 

内 容 読み聞かせ、ふれあいあそび他 

出 演 「えほんであそぼ」 

※ 幼児から小学校低学年生向きです。 

※ 参加を希望される方は、当日会場へ。 

主 催 大野南サタデー 

キッズルーム 

実行委員会 

共 催 大野南公民館 

 と き 11月１１日（日） 

午前９時30分～正午 

ところ 鶴の台小学校体育館 

対 象 館区内の小学4年生～大人 

参加費 無料／申込み・お問合せ 公民館へ 

 

個人はもちろん、3～6名のチームを作っ

て参加できます。 

と き 11月18日（日） 

    午前９時30分～午後3時 

ところ 谷口台小学校体育館 

対 象 館区内の小学4年生～大人 

参加費 無料／申込み・お問合せ 公民館へ 
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と き 11月23日（金・祝） 

    開場：午前10時20分 

    開演：午前10時30分 

ところ 大会議室2（2階） 

出 演 神奈川県立二宮高校相模人形部 

定 員 30名（先着順） 

参加費 300円 

    （全額相模人形部部活動費に寄附） 

申込み・お問合せは、大沢公民館へ 

    042-762-0811 


